
望
の
あ
る
38
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現

地
調
査
を
行
い
、
出
来
る
も
の
に
つ

い
て
は
整
備
を
行
っ
た
。
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
振
興
会
・
連

絡
協
議
会
等
の
地
域
要
望
を
考
慮
し

行
う
。
ま
た
、
自
転
車
用
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
難
し
い
。

問　

総
合
こ
ど
も
園
設
置
に
つ
い
て
、

６
月
18
日
以
降
の
具
体
的
な
進
捗
状

況
を
父
母
の
会
に
対
し
て
説
明
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

方
を
伺
う
。

答　

広
報
を
通
じ
て
市
民
周
知
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
31
箇
所
に
わ
た

り
地
域
懇
談
会
、
意
見
交
換
会
を
実

施
し
て
き
た
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

行
政
報
告
に
あ
る
と
お
り
で
集
約
さ

れ
て
い
る
。

問　

総
合
こ
ど
も
園
設
置
に
つ
い
て

は
、
賛
成
、
反
対
が
二
分
し
て
い
る

の
で
市
民
に
理
解
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

地
域
懇
談
会
に
参
加
し
て
く
る

市
民
は
、
興
味
の
持
っ
た
人
し
か
来

な
い
。
一
部
の
人
の
意
見
を
聴
い
た

だ
け
で
は
、
判
断
す
る
訳
に
は
い
か

な
い
。
今
議
員
と
私
と
の
受
け
止
め

方
の
差
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

近
年
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
農
業

機
械
の
大
型
化
に
伴
い
、
現
況
の
道

路
幅
員
で
は
狭
く
、
営
農
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
今
後
の
農
村
地
域

に
お
け
る
道
路
の
整
備
計
画
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
合
わ
せ

て
、
自
転
車
通
路
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

市
が
管
理
す
る
道
路
延
長
は
、

６
８
１
　.
９
㎞
、
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
第
5
次
富
良
野
市
総
合
計
画
、

地
域
要
望
に
応
じ
て
優
先
順
位
を
決

め
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。
現
在
要

今　
　
　

利　

一

　
 　

　
　
　

  〔
市
民
連
合
〕

整
備
は
地
域
要
望
を
ふ
ま
え
て

一 般 質 問
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本
委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
今
後
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
選
択
し
、
作

り
、
確
保
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に

議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

後
世
に
わ
た
り
安
定
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
省

エ
ネ
、
節
電
の
取
り
組
み
と
同
時
に
、

太
陽
光
や
太
陽
熱
、
風
力
、
水
力
、

雪
氷
熱
な
ど
と
い
っ
た
、
枯
渇
す
る

心
配
の
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
身
近
で
安
全
な
電
力
・

熱
の
利
用
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制
を
構
築

　

し
、
家
庭
や
事
業
所
に
普
及
さ
せ
て

　

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

　

い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
自
然
の
中
か

　

ら
作
り
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
を
大
切
に
使
う
習
慣
を
身
に
つ　

　

け
、
省
エ
ネ
や
節
電
に
関
心
を
持
っ

　

て
取
り
組
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
資
源
や
農
業
廃
棄　

物
な
ど
を
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
域
に
あ
る
資
源
が

十
分
活
用
で
き
る
と
と
も
に
、
地
場

産
業
の
振
興
と
発
展
に
結
び
つ
く
可

能
性
を
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
が
市
民
生
活
に
浸
透
す
る
と

同
時
に
、
導
入
時
の
み
の
一
時
的
な

経
済
効
果
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
継

続
し
て
地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
よ
り
本
市
の
現
状
に
適
し
て
い

る
か
、
市
内
施
設
の
視
察
に
基
づ
き

検
討
課
題
の
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、

他
市
の
事
例
も
参
考
に
い
た
し
た
く

継
続
調
査
を
求
め
中
間
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

　委員会の動き委員会の動き
■
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

麓郷白鳥川の小水力発電

見
解
の
相
違


